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n次元複素多様体M上の対称正則拡散過程x= {(Z t' t , P) : Z E M} とは，生存時間どを持つ対
称拡散過程で次の性質を満たすものをいう:任意の正則関数h: M→C に対して極集合Nが存在し，す
べてのコンパクト集合KcM及び ZEM""Nに対して h(Z t Ar K) は Pz ーマルチンゲールとなる。ただ
し， τK はKからの離脱時間を表す。 M上の (n-l ， n-l) 一閉正カレント O といたるところ欄密な
ラドン測度mの組 (e ， m) は対称形式，
εω= IMd内
がL2(M; m) で可閉であるとき admissible であると呼ばれるo admissble な組 (θ ， m) に対してただ一
つの対称正則拡散過程が対応しているo
本論文においては，まず， Cn の有界領域D上の admissible な組 (e ， m) に対応する正則拡散過程Xに関
し，つぎのことを示した。(1)もし適当な多重劣調和関数P に対して ddCp^e 豆mが成立し，さらに適当な極
集合Nが存在して，すべての Zk→zEôD""Nをみたす点列{主}に対して，
liminfkp (z) >一∞， limsu日笠p(ぇ)=∞
が成り立つならば， xは保存的であり， (2)もし適当な多重劣調和関数q に対して ddCq^ e 孟mが成立し，さ




q (z) <∞ 
が成り立つならば， Xは爆発的である。
つぎに， Mは複素多様体， Gをその開部分集合とする。さらにM上の admissible な組(()， m) に対応する
正則拡散過程Xを考えるO もし(()， m) が楕円型でXのG上での部分Xcが保存的であれば， M""Gが測度
O となり，さらにもし測度 O の集合がすべてm零集合ならばM""Gが容量 O となることを示した。
つづいて， Cn の有界領域D上のベノレクマン核関数からある D上の admissible な組(() , m) を自然な
形で構成し，それに対応する正則拡散過程Xについて もしDの境界が適当な‘滑らかさの条件を満たせ
ば， Xが保存的であることと Dが正則領域であることが必要かっ十分で、あることを示した。








一般に複素多様体M上の (n-l ， n-l) 閉正カレント O といたるところ調密に Radon 測度mの組
(() , m) が admissible ならば対称形式，






つづ、いて本論文ではDの境界が適当な、滑かさの条件を満たせば， D上の Bergman 核関数から自然な
形で導かれる admissible な組(() , m) に対応する対称正則拡散過程が保存的であるためにはDが正則
領域であることが必要かっ十分で、あることが示されている。また Carathéodry計量に対応する対称正則
拡散過程に関しても類似の結果が示されている。これらはいずれも拡散過程の研究を複素解析学的な視
点から大きく発展させるものであり拡散過程論に新たな展望を与えているO
以上本論文における谷口君の研究は拡散過程の研究を発展させ確率過程論に寄与する所が極めて大
きく，理学博士の学位論文として十分価値あるものと認められる。
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